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■ 要  旨 ■ 

 干潟は海の環境にとって重要な場所である。近年、過去の開発行為によって失われた自然環境を再生する目的

の人工干潟造成が増加している。著者らは東京港野鳥公園の人工潟湖干潟の環境の環境的特徴について調査し、

これを東京湾の他地点の干潟の環境特性と比較した。次にこの干潟と東京湾を繋ぐ水路における水質を、２潮間

にわたり１～２時間おきに計測した。 

 調査結果より、この干潟の土壌は強熱減量が大きく、干潟のベントスの優占種は多毛類であることが明らかになっ

た。さらに、干潟と東京湾を結ぶ水路を通過する水中のＮＨ４－ＮとＰＯ４－Ｐのフラックスは、干潟から東京湾方向

への流出傾向であることが明らかになった。しかしながら、この人工干潟における基礎生産量は東京湾の他の人工

干潟に比較して低いものであった。 


